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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

適切 最終評価確認者： まちなみ文化財室長　嶋村 明彦

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
・調査研究は、実施した分が単純な成果として現れるものではないが、本年度調査においては、「亀山城本丸東南隅櫓
附　鬼瓦」が、新たに三重県有形文化財（建造物）に指定された。
・広報番組、講座等を通して調査研究の公開が進んだ。 Ａ

順調に進んだ

・事業と平行して実施していくため、調査成果の報告書の刊行が進まなかった。

・広報番組、講座等を継続して実施しながら、調査研究の精度を高め、報告書等として公開を行う。

事業目的の妥当性： 適切 有効性：

総人件費 74
総コスト 1,485

一般財源 1,426 1,411
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

国庫支出金 所要人員 0.01

人
件
費

総人件費 74
事業費 1,426 1,411 一般職員人件費 74

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
文化財調査を実施したものの内、1件が三重県有形文化財（建造
物）に指定された。
また、関宿重伝建選定30周年記念企画展示を開催した。
市広報番組「歴史への誘い」を６回制作するとともに、市広報「れ
きし散歩」を６回掲載した。
市中央公民館講座や行政出前講座などで研究成果を公開した。

事
業
費

計画額 予算額 決算額

県支出金

平均給与額×③

その他 受益者負担率 0.0%

②

実績値 3 1 1
単位 件 件 件

成
果

①

名称 調査研究により新たに指定等になった文化財の数 計画値

補足

回

補足
実績値 12 12 12
単位 回 回

名称 広報番組の番組数、広報誌への掲載回数 計画値

回

③
指
標

２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①

名称 博物館における調査速報展示の回数 計画値

補足
実績値 1 1 1
単位 回 回

基本施策 04:歴史文化の継承 款 教育費

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象
市域に所在する文化財について調査研究、データ収集などを行い、文化財の適切な保護を図る。
調査研究結果は、報告書等として刊行するほか、博物館展示、広報番組等で公開する。

Ｈ26(標準事業)

①
基
本
事
項

事業コード 事業名 部名 市民文化部(文化振興局)

19052-1 調査研究費 室名 まちなみ文化財室

施策の方向 03:文化財の保存･活用 項 社会教育費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 文化財保護費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計


